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世帯数 182 

人口  385人 

（平成 29年 

11月 30日現在） 

峰山町１８区 

峰山町 18 区 

峰
山
町
の
市
街
地
の
中
で
、
最
東
端
に
位
置
す
る
18
区
を
紹
介
し
ま
す
。 

小
西
川
、
前
田
川
、
風
呂
（
ぶ
ろ
）
川
の
３
つ
の
河
川
が
流
れ
、
北
は
昔
、
間
人
（
た
い

ざ
）
街
道
で
あ
っ
た
杉
谷
旧
道
。
南
は
、
峰
山
駅
と
丹
後
文
化
会
館
の
あ
る
扇
谷
（
お
う
ぎ

だ
に
）。
東
は
桜
内
踏
切
の
付
近
。
西
は
前
田
川
沿
い
に
あ
る
京
都
府
職
員
寮
、
風
呂
川
沿
い

に
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
が
区
内
で
す
。
扇
谷
地
区
の
一
部
に
丹
波
地
番
が
あ
り
ま
す
が
、

行
政
区
は
18
区
で
す
。
個
人
世
帯
数
は
182
あ
り
、
他
に
17
の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。 

峰
山
町
の
37
区
中
、
7
番
目
に
大
き
な
区
で
あ
る
18
区
は
、「
何
で
も
揃
っ
て
い
る
住
み

良
く
て
、
人
が
集
ま
る
区
」
で
す
。 

「
住
み
良
さ
」
で
は
、
京
都
丹
後
鉄
道
峰
山
駅
か
ら
の
鉄
道
移
動
や
、
路
線
・
高
速
バ
ス

で
の
移
動
も
大
変
便
利
で
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
病
院
も
あ
り
、
生
活
環
境
は
抜
群
。

町
内
で
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
飲
食
店
も
あ
り
ま
す
。 

「
人
が
集
ま
る
」
は
、
丹
後
の
文
化
の
中
心
・
丹
後
文
化
会
館
、
学
習
の
拠
点
・
峰
山
図

書
館
、
京
丹
後
市
全
域
を
所
轄
す
る
税
務
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
労
働
基
準
監
督
署
、
京
丹

後
市
商
工
会
本
所
も
18
区
内
に
あ
り
、
多
く
の
市
民
の
方
が
来
ら
れ
る
地
区
で
す
。 

し
か
し
、
他
地
区
と
同
様
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
夫
婦
の
み
、
高

齢
者
単
独
世
帯
の
増
加
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
27
年
か
ら
隣
組
の
再
編
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
2
年
の
議
論
を
経
て
、
14
組
あ
っ
た
隣
組
を
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
10
組
に

再
編
成
し
、
隣
組
機
能
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
小
さ
な
こ
と
で
も
改
善
・
改
革
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
誰
も
が
元
気
で
、
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
る
18
区
で
す
。 

 

平
成
29
年
8
月
、
13
年
ぶ
り
に
文
化
会
館
芝
生
広
場
を
会
場

に
し
て
、「
18
区
区
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

多
く
の
区
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
区
民
200
人
が
参
加
、
模
擬
店
・
民
踊
・
よ
さ

こ
い
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
当
日
は
地
蔵
盆
も
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
・

夜
店
・
ク
ッ
キ
ー
作
り
に
も
挑
戦
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
地
蔵

盆
に
子
ど
も
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

み
ん
な
が
主
役
の
「
18
区
区
民
の
集
い
」
に
な
り
ま
し
た
。 

 

敬
老
会
は
、
毎
年
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
に

か
く
元
気
で
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
お
い
し
い
食
事
を
楽

し
み
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
で
の
ど
自
慢
。
笑
い
声
が

絶
え
な
い
18
区
の
敬
老
会
で
す
。
来
年
の
敬
老
会
も
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

いつまでもお元気で。「29年敬老会」 

クッキー作りでいつもと違う「地蔵盆」 

みんなの協力で大成功。「区民の集い」 

「区民の集い」はみんなが主役です 

平
成
28
年
8
月
の
防
災
訓
練
の
際
、
区
民
の
皆

さ
ん
か
ら
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
要
望
を
受

け
、
平
成
29
年
2
月
「
18
区
安
心
・
安
全
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。 

地
区
内
の
消
火
栓
、
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
、
河
川
の

井
堰
（
い
せ
き
）
板
の
設
置
場
所
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
置
設

置
事
業
所
も
表
示
し
ま
し
た
。
降
雪
時
に
は
、
近
隣

住
民
で
消
火
栓
の
除
雪
作
業
を
行
う
な
ど
、
日
頃
か

ら
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。 

平
成
30
年
１
月
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
（
４
灯
）

を
新
規
設
置
し
ま
し
た
。
防
犯
対
策
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
18
区
で
す
。 

。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
「
峰
山
ク
ラ
ブ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
井
公
彦
（
京
都
市
在
住
） 

京
都
府
丹
後
文
化
会
館
が
建
設
さ
れ
る
１
９
８
０
年 

（
昭
和
55
年
）
ま
で
の
間
、
数
年
間
で
し
た
が
、
そ
こ 

に
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
す
る
人
は 

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
山
を
切
っ
た
だ
け
の
も
の
な
ん
で
、 

石
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
草
は
ボ
ウ
ボ
ウ
、
も
ち
ろ
ん
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
も
な
け

れ
ば
、
マ
ウ
ン
ド
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
、
野
球
好
き
の
子
供
た
ち
の

た
め
に
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
手
づ
く
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整
備

さ
れ
、
小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
夢
中
で
野
球
の
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
部
活
で
は
な
く
、
当
時
で
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
少
年

野
球
チ
ー
ム
と
し
て
。
そ
の
名
も
「
峰
山
ク
ラ
ブ
」。 

そ
の
頃
の
懐
か
し
い
記
憶
を
辿
れ
ば
、
一
番
の
思
い
出
は
全
京
都
学

童
野
球
選
手
権
中
学
の
部
で
郡
部
の
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
快
挙
と
な
る

ベ
ス
ト
４
進
出
。
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
準
決
勝
は
西
京
極
球
場
。
早
朝
か
ら
貸
し
切
り
バ

ス
に
乗
り
、
道
中
で
は
丹
波
町
の
「
や
ま
が
た
屋
」
で
入
場
行
進
の
練

習
ま
で
し
ま
し
た
（
笑
）。
残
念
な
が
ら
試
合
に
は
敗
れ
ま
し
た
が
、

今
で
も
西
京
極
の
土
の
感
触
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

当
時
、
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
大
丸
製
菓
の
山
本
富
三
監
督
を

は
じ
め
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

桜
に
感
謝 

 

（
小
西
川
南
側
堤
防
で
小
西
川
橋
梁
の
傍
ら
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

寺
田
春
美
（
峰
山
町
五
箇
在
住
） 

 

峰
山
駅
か
ら
北
に
５
分
ほ
ど
歩
い
た
小
西
川
沿
い
の
京
都
丹
後
鉄

道
小
西
川
橋
梁
の
す
ぐ
横
に
、
そ
の
桜
の
木
は
あ
り
ま
す
。 

今
か
ら
60
年
く
ら
い
前
の
そ
の
場
所
に
は
、
バ
ス
会
社
の
修
理
工

場
が
あ
っ
て
、
た
び
た
び
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
火
災
で
ド
ラ

ム
缶
が
爆
発
し
た
時
の
光
景
は
、
今
で
も
鮮
明
に
私
の
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
爆
発
が
お
こ
る
と
、
小
西
川
の
対
岸
の
私
の
実
家
で
は

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
工
場
の

従
業
員
、
近
所
の
皆
さ
ん
に
け
が
人
が
出
る
よ
う
な
被
害
は
発
生
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
数
度
の
火
災
の
後
、
近
所
の
「
竹
藤
屋
」
旅
館
の
女
将

さ
ん
が
「
二
度
と
お
き
な
い
よ
う
に
」
と
今
の
場
所
に
桜
の
苗
木
を
植

え
、
お
地
蔵
さ
ん
を
祀
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
後
は
、
町
内
に
大
き
な
火
災
も
事
故
も
な
く
、
き
っ
と
桜
の
木

と
お
地
蔵
さ
ん
が
18
区
を
守
っ
て
い
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。 

60
年
前
の
小
さ
か
っ
た
桜
の
苗
木
は
、
今
で
は
葛
も
巻
き
つ
く
古

木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
風
雪
に
も
耐
え
て
地
域
を
見
守
っ
て
く
れ
た
そ

の
姿
に
は
威
厳
す
ら
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
春

に
な
れ
ば
、
今
で
も
樹
々
の
枝
先
ま
で
花
が
咲
き
誇
り
、
私
た
ち
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
峰
山
を
代
表
す
る
桜
の
木
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
、
次
の
世
代
も
大
切
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 次

の
世
代
に
伝
え
て
い
た
だ
き
、 

   

 

峰
山
駅
冬
物
語 

井
上
富
美
代
（
京
丹
後
市
網
野
町
在
住
） 

 

主
人
の
定
年
を
機
に
、
丹
後
に
帰
っ
て
き
た
。
主
人
の
実
家
は
、
網

野
町
。
同
じ
丹
後
で
も
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
峰
山
と
は
違
っ
て
、
風

の
強
さ
に
は
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
る
。 

11
月
半
ば
、
空
は
暗
く
て
寒
い
、
そ
れ
に
強
い
風
。
気
分
は
沈
ん

だ
。
子
ど
も
の
頃
、「
冬
」
の
楽
し
み
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
と
思
っ
た

時
、
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
30
年
代
後
半
の
大
晦
日
の
峰
山
駅
。 

京
都
か
ら
帰
省
し
て
く
る
お
じ
家
族
を
、
雪
道
を
歩
い
て
迎
え
に
行
っ

た
。 我

が
家
の
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い
の
は
、
電
線
に
積
も
っ
た
雪
の
せ

い
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
駅
の
テ
レ
ビ
は
「
紅
白
歌
合
戦
」
が
き

れ
い
に
映
っ
て
い
た
。
駅
の
壁
に
は
大
き
な
牛
市
の
油
絵
、
売
店
も
開

い
て
い
て
、
ス
ト
ー
ブ
が
暖
か
か
っ
た
。 

京
都
か
ら
の
最
終
列
車
は
、
21
時
30
分
。
迎
え
に
来
て
い
る
人
、

汽
車
か
ら
降
り
て
く
る
人
で
、
駅
は
途
端
に
賑
や
か
に
な
っ
た
。 

た
く
さ
ん
の
乗
客
そ
の
中
か
ら
お
じ
家
族
を
見
つ
け
た
時
の
喜
び
は

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。 

 

今
で
は
、
遠
く
離
れ
た
子
供
た
ち
に
は
、 

「
お
正
月
は
雪
が
降
る
か
ら
来
な
く
て
も 

い
い
よ
」
と
メ
ー
ル
す
る
。 

雪の中、春を待つ小西川橋梁と桜 

丹後文化会館建設前の扇谷グラウンド 

少年野球の草分け、峰山クラブ 

春爛漫 満開の桜  

満開の桜 

懐かしい峰山駅 

手機の織機をイメージした 

現在の峰山駅 


